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富山積成盆地南縁部の新生界
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　　　T呼ama　Se通imentary　Basin

　　　　　　　　　by

T6ru　Sakamotρ，Isao　Imai，Atsuyuki　Mizuno，

Yasuo，Sumi＆Masaαki　Inoue

　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　　In　this　paper，the　writers　give　a　revision　for　the　Cenozoic　stratigraphy　of　this　area．

The　Cenozoic　strata＆re　divided　into　the　Hokuriku　group（Miocene～Pliocene）and　the　Toyama

group（Pleistocenel～Recent）。The　former　consists　of　marine、clas口c　sediments　underla玉n　by

pyroclastic　rocks，The　latter　fnainly　co旦sists　of　terrestrial　gravel　beds。＼The　Hbkuriku　group

was　formed　under　the　influence　of　the　tilting　movement　towards　the　north　with　an　axis　of

ENE－WSW　trend．On　the　other　hand，the　Toyama　group　was　formed　under　the　influence

of　upheaval　and　subsiden6e　caused　altematively　with　an　axis　of　NEN－SWS　trend．The　plains

at　the　present　correspond　to　the　subsidence　area，　an（i　the　hilly　lands　correspond　to　the　upheaval

area，The　conversion　of　the　characteristics　of　the　tectonic　movements　seems　to　have　taken　place

，after　the　deposition　of　the　uppermost　part　of　the　Hokuriku　group．

要　　旨

　1955～1957年度にわたる富山一金沢地域の図幅調査

の結果を整理し，富山積成盆地南縁部の新生界の大層序

区分および構造発達史を総括した。太美山層群は富山積

成盆地に対し，基盤として0）性格をもつもので，新第三

系とみるべき証拠はない。北陸層群（中新世一鮮新世）

は，下位から楡原・岩稲・医王画・八尾・音川・氷見・

埴生の諸累層を含み，東北東一西南西方向を軸とした南

上りの傾動運動下に積成した。富山層群（洪積世一沖積

世）は，呉羽山礫層および新旧の扇状地礫層・神積層な

どを一括したもので，北北東一南南西方向の軸による波

曲的な隆起・沈降運動の影響下に積成した。

1，まえがき

　北陸積成区の東端を占める富山積成盆地は，日本の新

生代地史の研究上，模式的なフィールドの一つとして知

られており，こんにちまで多数の研究者によつて多くの

＊　地質部
＊＊　北海道支所

＊紳元所員

重要な業績があげられできた。私達は，この地域を対象

とする図幅調査を，1955年度以降進めてきた。1957年

度までに調査を完了した図幅は次のものである。

城端図幅　1955　　井上・水野五百石図幅1956～57坂本

八尾〃　1955～56坂本

金沢〃　’1956　　今井

石動〃　1956　　井上・角

．魚津〃　1957　　角

三日市〃　1957　角

．現在までの進捗状況は，まだ富山積成盆地の全体的な

発達史を追求するにはあまりにも不充分である。しかし，

こ㌧ではいままでの調査資料を一応整理し，おもに五百

石・八尾・城端・金沢図幅の地域を対象として，富山積

成盆地南縁部の新生界の大層序区分，構造発達史などに

ついての，私達の統一的な見解を組立ててみた。1多くの

方々から御叱正を受け，きらに完全を期することができ

れば，私達のもつとも幸≧するところである。

　野外調査にあたつて数々の有益な御教示を頂いた金沢

大学紬野義夫，富山六学藤井昭二その他の各氏に，この

機会に厚く感謝する。なお本稿は地団研東京支部3月例

会（1958年3月22日地質調査所において開催）における
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講演内容を整理したものである。

　富山県南部・石川県中部地域に分布する確実な新生界

を，下位の北陸層群と上位の富山層群とに2大分するる

このほかに，不確実なものとして時代未詳の太美山層群『

がある。

　　　　　　2．大美山層群について

　太美山層群は，いままで中新世初期（F1）の地層とい一

われてきた3）5）6）が，化石が産出しないので註1），はつき

りした時代はわからない。層序的には，手取層群より新

しく，北陸層群より古いとしかいえない。　しかし分布

辞2）・構造註3）などの諸点からみれば，太美山層群は北陸

層群に対して基盤としての性格をもつており，これを富

山積成盆地の形成以前のものとみなすことが妥当であ

註1）　かつて富山県東部の魚津市片貝川沿岸の太美山
　層群中　（黒谷ネバダィトの最上部）から　σh㍍解弊

　α7α肋初漉（No珊RA）の産出することが報告きれ15），

　本層群を下部中新統とする唯一の化石上の証拠となつ

　てきた。しかし，最近筆者らのうち，角・坂本が現地

　を検討した結果では，C．曜4肋㎜漉の産出層は，太美

　山層群中の一部ではなく，むしろこの地域での北陸層

　群の基底礫岩層とみ参した方が妥当なものであるとい

　う結論に達した。この化石産出層は，ほとんど下位の

　太美山層群のネバダイトの大小雑然とした淘汰の悪い
　亜円礫～角礫のみからなる単生的な礫岩であり，礫間、

　の基質も同様にネバダイトの分解物を主としている。

　貝化石はこの礫岩中の小部分に貝殼破片となつて集中

　しているものである。

　　なお以上の問題については，富山大学藤井昭二氏か
　ら御教示を受け，かつ化石産出地点へ案内して頂いた。

　こ＼に深甚の謝意を表する次第である。

註2）　北陸層群は，下位の飛騨変成岩・花崩岩類・手取

　層群・太美山層群のいずれをも一様に覆つて分布して

　いる。したがつて太美山層群の積成以後，北陸層群の

　積成開始までの間には，かなり大きな削剥閻隙の存在・

　することが期待きれる。

註3）　手取層群と太美山層群とが相接して分布している

　地域（富山県東部地域）では，手取層群中に太美山層

　群の小断片が断層に沿つて挾み込まれたり，逆に太美

　山層群中に手取層群の小断片が挾み込まれて分布した
　りしている。一方，太美山層群と北陸層群との商には

　このような構造関係は認められない。この点からいえ

　ば，太美山層群は，北陸層群よりはむしろ手取層群と

　の間に構造的な親近性を有するということができる。

　なお上記のような構造関係は，手取層群と飛騨変成
　岩や花樹岩類との問にも認められる。また太美山層群

　の模式地である富山県南西部の山地において，太美山

　層群およびそれと関連した諸岩体は，ほ穿南北の方向

　性をもつて配列している。この点東西ないし東北東一

西南西の方向性を示す北陸層群とは，構造的にかなり

大きく異なつている。

る。太美山層群は，最近では，東北地方のいわゆる．”下

部緑色凝灰岩”などに対比きれることが多い。しかレな

がら，太美山層群の性格を検討するにあたつては，むし

ろ東濃一飛騨地域に広大な面積を占める石英斑岩などの

白墓紀後期の酸性火山活動との関連性を考慮することが

必要であろう。

3．層序区分上の修正点（第1表参照）

　（1）こ、で新たに提起する北陸層群とは，・楡原から埴

生にいたる諸累層を含むもので，いままでの八尾層群に

氷見層群の全部，および呉羽山層群の一部を合せたもの

1弓等しい・したがって池辺2），池辺・中世古4）の加越

累層群とこの北陸層群との相違点は，呉羽山層群の一部’

（ζ、で呉羽山礫層としたもの）を含むか含まないかと

いうことになるが，その層序的，構造的な諸点の解釈に

ついては，．かなりの違いがある。

第二1表　いままでの層序区分との比較

いままでの標準層序区分
　　（富山南部）

加越累層群以後の諸岩層

累　八　東別所累層

層　尾
　　　黒瀬谷累層
　層群
　群岩稲累層

楡原累層

太美山層群

新らしい標準層序区分

　埴生累層

北
氷見累層

　音川累層
陸

層
　八尾累層
群

岩稲累層

楡原累層

太美山層群

　第1表に示したような各累層を，一括して北陸層群と

呼んだのは，一つあ積成盆地の発展の全過程の産物を一・

つの層群として一括することが望ましい。少なくとも富

山の場合には，そうした方が全体的な地史を理解しやす

いと考えたからである。

　（2）楡原・岩稲・医王山の各累層については，いまま

でととくに変わつた点はない。

　（3）Pこ＞で八尾累層と呼んだものは・いま茸での黒瀬

谷索層と東別所累層とを含せたものである。両者を一括

したのは，その間に地史的意義をもつたような，明瞭な

岩相遷移面が認められない力三らである。いままで両者の
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境として用いられてきた即田中凝灰岩層は，有能な火砕

質鍵層ではあるが，岩相と斜交し，岩相区分の単位であ

る「累層」の境とするには不適当である。

　こ＞で”八尾累層”と呼んだ地層は，今村7）の八尾統，

池辺1）中八尾層群・同じく池辺2）の八尾亜層群などとほ

ぼ等しい内容のものである。た穿し棋山9）の八尾統は，

本稿での楡原・岩稲・八尾の3累層を合せたものにあた

る。

　（4）音川累層は，本来は，富山県の中部丘陵で規定き

れたものであり，この地域では下位の八尾累層とは明白

な不整合関係にある．。．この不整合は，富山平野南東隅で

も認められるが，西礪波以西では消失するげ本稿では，

西礪波地域の蔵原砂岩層，金沢地域の下荒屋凝灰岩層を・

中部丘陵の音川累層基底部に対比し，両者とその上位の

高窪泥岩層とを含めたものをも音川累層として扱つた・

　（5）こ＼で氷見累層と呼んだ地層は，いままで氷見層

群と呼ばれてきたものに礒ず等しい。氷見累層の基底は

金沢南東部では下位層と明自な不整合関係にあるが，そ

の北方では下位層と見掛け上整合関係にあり，所によつ

て軽微な侵食の可能性があるにすぎない。また・いまま

でその基底に不整合があるといわれてきた氷見地方では，

最近のなだうらグループの調査の結果8）によると，下位

層とは整合・漸移中関係にあることが明らかとなつぞこ。

以』ヒのような基底の性格ならびに全般的な積成状態，構

造などから判断して，こ㌧では”氷見”を層群としてで

はなく，累層の単位において扱い，かつ，北陸層群のう　・

ちに一括した。なお，富山県地質図説明書13）において，

氷見層群と呼んだもののうちには』下記の埴生累層まで

が含められている。

　（6）こ、で埴生累層としたものは，いままで呉羽山層

群として，状括されていたものの一部一石動附近の埴

生互層，金沢附近の卯辰山層および医王山西方の二俣礫

層一がらなつている。層序・構造上の諸点から，呉羽

山層群を解体しジその一部を埴生累層として北陸層群の

・最上部に編入した。埴生累層の基底には，金沢南東部で

は不整合があるが，石動附近での関係は不詳である。構

造的には，石動断層帯，二俣断層帯，森本擁曲などにお

いて，下位の諸累層と同様に変形している。

　（7）こ、で新たに富山層群と呼んだものは，呉羽山硬

層・新旧の開析扇状地礫層・現扇状地礫層ならびに沖積

層などからなつている．多くは扇状地性の粗大な礫層を

主体としたものである。富山平野・礪波平野・金沢平野

およびその周辺に分布する。呉羽山礫層・開析扇状地礫

層の分布は，富山平野東方の立山山脈山麓部に著しく・

なかでもその北部では，典型的な開析扇状地礫層が何段

にもわたつて発達しており，その最高点は海抜450m以

上に達している。

　富山層群をとくに北陸層群と区別して，”層群”の単

位において扱ったのは，こ＼において地層の積成に関連

した構造運動の性格が，大きく転換したとみなすことが

できるからである。

　以上の各層にっいての記載的なことがらは，第2表に

示した。

4．　各層の積成と構造運動との関係

　北陸層群は，東北東一西南西方向を軸とする南上りの

傾動運動の影響下に積成した。このことは次の諸点から、

推論できる。

　4．1八鬼累暦基底の性格

　八尾累層の下部には，東部の樫ノ木附近と，西部の室牧

川筋とに，おもに安山岩礫からなる厚い礫岩層が発達し

ている。この礫岩層の発達する部分では，八尾累層は下

位の岩稲累層と不整合関係にあり，その不整合による岩

稲累層上部の削剥量は，南へ行くほど大きくなる。またこ

の東西2つの礫岩層の間に挾まれた地域では，1V加型4，

T61θ50砂痂郷，σ6観nαなどの沼沢地性貝化石を多産し，

ている10）11）。この礫岩層の基底の不整合の消失する各点

ならびに上記の沼沢地性貝化石の産出層の南縁を連ねた

線（第1図のY－Yノ）は，ほ努一直線となり，東北東

一酉南西方向を示す。以上のことから，八尾累層基底の

整合および不整合が，Y－Y’を軸とした南上りの傾動運

動の結果と，して形成きれたものであることが推論される。

　π・方，八尾累層中部・下部の積成当時に南上りの傾動

運動の存在したことは，すでに津田14）によつて地層の積

成状態，礫岩を構成する礫の種類の変化，化石群の混交．

状態などの諸点から指摘きれているところである。

4．2　音川累層基底の性格’

　音川累層の基底の不整合は富山県南東部で著しく，北

方および西方において消失する。この不整合の消失する

点を結んだ線（第1図の0－0’）は，東北東一西南西

の方向性を示し，かつこの線から南へ離れるに従つて・

不整合による八尾累層上部の欠損量は大きくなる。また

この線の延長から南にはずれた金沢南東部でも，音川累

層の奉底には不整合の疑（無積成または欠損）がある。

以上のことは音川累層奉底の不整合が・0－0’を軸と

した南上りの傾動運動によつて形成きれたことを示す。

この傾動運動φ傾動角の近似値としては，4～5。という

値が算出きれる。

　また，音川累層の基底礫岩の発達状況をみても，東礪

波丘陵西縁部にチャート礫を主材とする細礫岩層が発達
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第2表　富山積成盆地南縁部の新生界

時代

現世

更新世

鮮新世

中新世
“　後

1
貧

3

期

中新世
中　期

？

標．準層序

富

山

層

群

北

陸

層

群

沖積層
現扇状地礫層

旧扇状地礫層

呉羽山礫層

埴生累層

氷見累層

音川累層

八

尾

累

層、

’上　　部

中　　部

下　　部

／医王山累層

岩稲累層

楡原累層

太・美山層群

層　　厚

’100十

100十

200＋

250＋

max．、、

　300

max。

　600

max．

　700

700
～1，000

エ　　　ロ

　1，000

1，000±

max．
　400’

？

も

お　も、な　岩　相

花歯岩類の礫を主とするー

　　一

　　　π
石英斑岩・花嵐岩・安山
岩・手取層群の砂岩など
の礫からなる

粗大な扇状
・地性礫層

金沢で卯辰山層：下部は礫岩・砂岩，
上部は砂岩・．泥岩互層
西礪波で埴生互層：砂岩・泥岩互層

上部は全体としで細粒砂層，下部は金
沢東部㌍南西部で中～細粒砂層　金沢
北東方ではシルト層化石は下部に多い
主部は無層理，単調な青灰色泥岩，東
部で細砂質　基底部は薄い礫岩層，化
石多い　礪波平野の東西ではや＼厚い
砂礫岩となる

シルト岩を主とする　ときに珪質
東礪波丘陵西縁では含細礫泥岩

おもに砂岩・泥岩互層，凝灰
岩層多い
東嘱波丘陵西縁では黒色泥岩’

神通川東方と室牧川筋とに厚
い礫岩層　その中間は礫岩・
砂岩・・泥岩互層からなり沼沢
地性貝化石を多産　庄川筋は
黒色泥岩を主とする　　　　，

（富山

南部に
よく発，
達）

中・上部は浮石質凝灰角礫岩　　（西部
を主どするが最上部で陸源砕　地域に
屑岩と互層　下部は石英安山　のみ発
岩・流紋岩の熔岩を主とする　達）

安山岩質の凝灰岩・凝灰角礫岩・熔岩
を主とする　八尾南方では熔結凝灰岩
層を挾む　庄川筋では陸源砕屑物の混
入多し

神通川筋で最厚，礫岩を主とす礫には
石英斑岩が多い　山田川以西では砂岩
がち，礫は花闘岩・片麻岩・赤色珪岩
など

西部．：下部にリソイダイト，上部にネ
バダイトの熔岩・凝灰角礫岩
東部：下から玄武岩・安山岩・リソイ
ダイト・ネバダイト．

下位層との関係

北陸層群を不整合に覆う

金沢南部で不整合，医王山累
層まで覆う　西礪波では明白
な岩相遷移面あるも関係不詳’

金沢南東部で不整合，八尾累
層上部まで覆う
その他の地域では整合
富山平野南東隅で著し・い不整
合
北および西へ弱くなり，整合
となる

整合

一整合．

おも、な化石

植物破片

一〉　　魚津・四方
　　の埋没林
〃

〃

亜炭など

大桑フォーナ

主部＝

化石
基底部
オーナ

泥帯性貝

；音川フ

泥帯性貝化石

火　山　活動

立山・戸室山など
の噴出

酸性凝灰岩を主と
する

｝安山岩質凝灰岩凝灰角礫岩

整合，西礪波では漸移，金沢
南方では基底に礫岩発達　八
尾累層中・下部と同時異相

楡原累層に整合に重なる　東
部・南部では基盤を直接覆う

不整合　花醐岩・変成岩・手
i取層群・太美山層群を一様に
覆う

未発見

最上部で八尾フ
ォーナの種類を
産す

未発見

模式地では関係不詳　富山県
東部の一部では不整合に手取』〃
層群を覆う

酸性凝灰岩

酸性凝灰岩・凝灰
角礫岩・熔岩

東部：安山岩質
西部：玄武岩質

なし

酸性火山活動

基本的な
構造運動

波曲的運動
北北東一南南
西方向の軸に
よる隆起・沈
降を主とした
全般的な起伏
の増大（現在
の堪形の大勢
を作る）

誌

蹄

鎖

剛

潮、

油

鑑

傾動的運動　　（
東北東一西南　腿
西方向を軸と　一
した南側の隆　O
起，北側の沈曝
降（飛騨山地
と富山地域と　騰

の差別運動）　N

　　　　　　如
　　　　　　）
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地質調査所月報（第10巻第2号）

音
川
累
層

八
尾
累
唇

医

　　庄　　　　　山
　〃　　川　　　　　田
　　　　　　1－ll　　　P　　　　P　　　　　　　　『　　　　　　価　　　　　　　　　　　　　大

　　4毒醍一　　1　．　　逡・・　　　嚥　　、へ　”ξ陣

嘆嚢一　韮糎　　表轟　　鷺擁一・’叢譲．．善，・輔職
　　一一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総　　・細噸だ　黒曙≧　　、豫灘鰍鷺｝蕊も麟．欝㍗　撃　尋灘饗撫暫ム　縮1嗅・岬頻

蝿蕨轍薦、　、．、　、、、。、彗。。葉5∫蒙諺△血∴・　

石
硝

欝3謙』△
△凝灰角襟岩
△　　ム　　ム

十 十 十

ム　　ム　ム　　る　　ハ

　　』戸生δε
舞
」ジ
5歯の

十

第2図富山県南部北陸層群岩相図

するのを除いては，八尾累層上部の欠損量の大きい神通

川附近および常願寺川附近でもつとも厚く，それから遠

ざかるにしたがつて，きわめて貧弱となる。また，神通

川・常願寺川附近では，一基底礫岩の上位にも，粗粒な岩

相が引続いて発達している。

　4．3　八尾・音川累層の層厚

　金沢附近では，八尾累層上部と音川累層とを合せた層

厚は，南に薄く北に厚い傾向がある。第3図において，

地層の厚い部分は北方へ張り出した地域（背斜部），薄い

部分は南方へ引込んだ地域（向斜部）にあたつている。，

　4．4氷見累暦の分布・岩相

　氷見累層の分布の南限は，一部の例外を除いて，・お＼

』よそ東えヒ東一西南西の方向性を示す。この線から南には

ずれた金沢の南東部では，その基底は不整合となつてい

る。分布の主部では氷見累層の下部はシルトを主とし，

上部が砂層となつているのに，この不整合のある地域お

よびその前面では，下部，上部を通じて砂層を主として

いる。

躍

馨 　　　浅別車　　犀野
所栗　　　川川

金
沢
東
万

4．5　構造運動の性格の転換

　以上の諸事実から，少なくとも北陸層群中上部の積成

期における基本的な構造運動ば，東北東一西南西方向を

軸とした南上りの傾動運動であつたと推論することがで

きる。このような傾向の構造運動が，北陸層群下部の積

成当時に，すでに存在していたかどうかについては，現

在のところ確証はない。

　一方地質図にもみられるように，上記の東北東一西南

西という方向が，手取層群・花闘岩類などの基盤を切つ

て並走する断層群の方向性と，かなりよく一致している

ことは，盆地の生成と基盤の運動との関連性という点で

興味深い。

　以上に述べた傾動運動は，きらに広い地域をみた場合

には・飛騨山地内部に岩稲累層相当層がほとんど水平に

分布していること，能登半島基部に奉盤の飛騨変成岩類

がか尽り広く露出していることなどからいつて，飛騨山

地の隆起と，富山地域の沈降という差別的な昇降運動の

境目における現象とみなすべきものであろう。

末
友

窪
麿
王
山

東
蟹
谷
桑

　　　　　　　　　　＾畠め

　　　　　　　　　響」ザ

第3図金沢南方一医王山1地域岩栢図
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富山積成盆地南縁部の新生界　‘坂季亨・今井功・水野篤行・角靖夫・井上正昭）

＼

第 3 表

L　八尾フォーナ（八尾累層，下部・中部に産出）

　且‘∫1α5％伽加扉1乞5MAKIYAMA

　且nα4αrα乃αた6hα雄6n5∫3HATAletNlsIYAMA　　L

　∠4n認α7α為躍05ε4αn蜘5おHATAletNISIYAMA　L

　且初4μプ409α泌諺MAKlyAMA　　　　　　　　m．

　Chlα郷ツ5痂5磁厩8n5∫50TukA　　　　　　　　　　m・

　A69％ψθ6診6n　lyαπα9α切αεn5歪5NoMuRA　et　ZINBo　m・

　78n67加7漉α5209α耀n5∫5No皿URA　　　　m・
　G610♂π‘z36α6hづ’OYAMA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．

Gol・伽ツ㈱α顔OYAMA’　　　　　　　1・
　Lzκ∫n∫56α為【h‘z∫α〃OTUKA

　Do5彦n6αno”z％π認OTUKA

Po3加α箆σ9漉OTUKA

『V6n87ゆ55加6・吻n5∫5（OTUKA）

P加ナ髭oεMAKIYAMA

　Pαno少θノ砂on∫‘αA。ADAMS

C鰐・‘・吻Zαn加師8n5∫5（OTUKA）

P70去プo孟81」αツ観n厩痂η5∫5MAKIYAMA　　　　　L

P70診o孟61」αsp．　　　　　　　　　　　　　　　　m・

L痂o万nδP5∫5痂046房‘碗4αOYAMA　　　　　　L

T％77漉llαゑα40no5α測α6n5おお％4α∫IDA　　　　m．

T％77伽llαゐα40n・5α別α8π5¢5ツ05hム4α∫KOTAKA　m・

C67動h∫4θα”z20プ：Zz‘η∫α廊あ50YAMA　　　　　　　　　　　　　L

▽あα7ζyαツoゑo‘yα〃協∫TムKEYAMA

V加秒εllαno診06η5∫5MAsuDA

勿8Z856・卿郷n吻・n加窺OYA礁　　　　　L

B誠伽吻ツα脚nα痂M《KIYAMA　　　　　　　L

ハ4∫09楚吻αたo孟o∫HANZAWA

OP670膨あnα‘o”4》1‘z7zα孟α　d’ORBIGNY

　　　1＝下部に多いもの　欄m＝中部に多いもの

2．　八尾累層上部の化石

　Po7記σn4∫α∫hプ‘zo∫αθノわr”z’5　（STORER）

　．PαZl∫oJ㈱sp．

　P70少8㈱麗∬ε翻卯αn5nぎP汐on加MocHlzuKI

　L％‘∫no”zα　sp。

　　ウ　ニ

m．

m晴

3。　音川フォーナ（音川累層基底部に産出）

　且nα4α7αα痂‘％1α（YOKOYAMA）

　Glッ6ッ耀廊耀診5㈱o吻n5∫5NoMuRAetHATAI

　P漉n・喫o伽ツθ∬・8n5∫5（JAY）

　P‘漉noψβ‘孟6刀孟o勿06η525（TOKUNAαA）

　五ツ70P80卿加9α痂αn％5（YOKOYAMA）

　ハ46κ8nα吻‘h伽n加α（YOKOYAMA）

　Do5顔αno灘雇OTUKA

　jDo吻宛8吻％6競5HATAletNISlyAMA
　Z）05∫n∫α乃αη6hσ7α∫YOKOYAMA

　5φ歪5％1α5‘z‘h‘zあ6n8n5∫5　（SGHREN（フK）

　ハ曇yα‘％nθげわ7勉∫5B6HM

　Pαno卿ノψo漉‘4A。ADAMS

P67・π娩好ono競5HATAletNISIYAMA

　Th7α（7∫α　ん髭05σ06n5ゼ5NOMURA

Co7αεo，ho5nαたα郷麗プ漉（KURODA）

C卿蜘1αnα痂YOKOYAMA

N砂伽64no灘吻OTUKA

4．　音川累層主部の化石

　Con‘hoo61ε　δ∫56‘6α　CONRAD

　Tμ77漉IJαOly‘z5∫o　IDA

　L癬h毎πψρo沈αYOSHIWARA

5，　大桑フォーナ（氷見累層に産出）

　∠4ηα4α7αα〃Z加」α（YOKOYAMA）

翫・窃1αn砂67n痂5α4・8η5彦5（Yo琴・YAMA）

　GZごy‘ッ”z6ア」5こyo5506n5∫5　（SOWERBY）

　Pα孟彪oψ8‘孟6n孟oたツoθη5∫5（TOKUNAαA）

P姻n・ψθ‘孟θn肋7・5α痂8酪（Y・KOYAMA）

　7εn67加74彪ノ診ププ％gJnεαCLES＄IN

　F％あ劾卿％擁‘α（REE▽E）

　Cl診nooα74彪”z‘∫1宛薦解（FABRlclus）

　P泓40㈱伽孟65孟側ツ6n5歪5（YOKOYA皿）

　ハ46r‘8nαプ∫‘z5房”ψ50n∫（GOULD！

D・吻α』抑・痂（REEVE）

P併・n翅α、⑳θn％」・5α（SCERENCK）

T％77髭81Zα　5α歪5hz昭ノz5∫5YOKOYAMA

An孟ψ1αnθ5‘0彫7αガα（YOKOマAMA）
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地質調査所月・報（第10巻第2号）

　富山暦群は：，北北東一南南西方向を軸とした波曲的な

隆起，沈降運動の影響下に積成した。現在の平野がその

沈降域に，山地・丘陵地がその上昇域にあたつている。

このことは，富山層群各層の分布・構造など一例えば

・呉羽山礫層は平野の周辺に分布し，平野の中心に向かつ

て10。内外の傾斜で傾いている註4）　から推論きれる。

現在の水準測量や重力探査の結果などでは，この方向性

のみが顕著に認められる。また，富山層群各層の岩相か

、らみで，この時期以後に全般的な地形の起伏が増大化し

たことカ∫うカ〉カミわれる。

　各構造単元をスケールの点からみれば，立山山地，能・

登半島の隆起域，富山湾の沈降域を一次的なもの，富山

平野・礪波平野の沈降域，富山中部丘陵の隆起域などを

一次的な沈降域中に生じた二次的なものとみなすことが

できる甲。

　北陸層群・富山層群の積成に，基本的な影響を与えた

1
構 造運動は，以上のように構造運動の方向性，構造運動

の単元の大きさなどの諸点において，かなり異なつたも

のである。また，それに伴なつて岩相も異なつてきてい

る。北陸層群・富山層群という大層序区分は，このよう

な造構的背景をも考慮に入れたものである。

　埴生累層は，石動断層帯「二俣断層帯・森本擁曲など

において，下位の諸累層とまつたく同様な構造を示して

いる。この点から，東北東一西南西方向の構造運動から

北北東一南南西方向の構造運動への構造性の転換を埴生

累層積城以後とみなし，かつ埴生累層を北陸層群の最上

位においた。

　呉羽山丘陵では，註4で述べたように背斜構造に呉羽

山礫層も参加しており，摺曲運動が呉羽山礫層の積成中

またはそれより後に起つたことを示している．この点で

は，地域によつて一（または各構造単元の大ききによつ

て）・北北東一南南西の構造性の発現に，時間的なズレ

があることが予想きれる．

註4）富山市西郊の呉羽山丘陵において，呉羽山礫層は

　富山平野に背面を向けて，北西方へ10。内外の傾斜を

示してし）る。このことは，一見，本礫層が平野の中心

　へ向かつて傾いているという上記の記述と矛眉してい

　るようにみえる・しかしながら，地震探査の結果12）な

　どによれば，呉羽山丘陵東方の沖積層下には，一背斜
軸の潜在が認められており，’現在，呉羽山丘陵として

地表に現われているのは，その背斜の西翼だけであつ

　て，富山平野の中央へ向かつて傾いた東翼の部分は，

　削剥きれたか，または，沖積層下に潜在しているもの

　とみなすことができる。したがつて，呉羽山丘陵附近

　におけ昼呉羽山礫層の分布・構造は，上記の記述と矛
眉しない。

5．今後の検討を要する問題

　（1）北陸層群下部の積成期における構造運動。この点

は楡原累層の分布の南限を迫跡することによつて，ある

程度確かめることができよう。

　（2），礪波平野を挾んで，それ以東の地域と以西の地域

とでは，岩相・地層の厚きの点でかなりの差異が認めら

れる。このような差異をもたらした構造運動と，上記の

基本的な運動との関係の検討。

　（3）富山積成盆地中央部・北部の構造発達史を読みと

ること。それとこの南縁部とを合せて，富山積成盆地の

全体的な地史を組み立てることができる．

　　　　　　　　　　　　（昭和30～32年調査）
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